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評

ピ
エ
ト
ロ
・
オ
ル
シ
イ
氏
の

『
カ
ヴ
ー
ル
傳
』
（
一
）
を
讃
む

文
學
博
士
　
碕
内
　
田
　
㎞
銀
　
鼎
賊

　
今
よ
・
り
凡
そ
十
山
ハ
r
七
年
品
剛
に
ビ
エ
ト
質
・
面
骨
シ
イ
氏

は
『
近
代
の
伊
太
利
』
（
二
）
ご
題
す
る
嘗
を
著
は
し
、
之
を

目
藷
O
Q
8
受
O
h
窪
の
客
魯
9
μ
。
。
叢
書
の
中
に
入
れ
て
先
づ

英
文
で
出
版
せ
し
め
π
か
ら
、
本
誌
の
愚
者
の
中
に
も
翻

転
を
認
ま
れ
、
其
著
者
の
名
を
記
憶
し
て
居
ら
る
、
人
が

或
は
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
オ
川
シ
イ
氏
の
『
近
代
の
伊
太
利
』

は
尋
で
雪
転
で
も
翼
然
さ
れ
、
ま
把
著
者
の
自
國
の
語
で

U
、
H
冨
叩
上
彰
○
母
巷
p
o
っ
8
「
一
瀞
留
聡
旧
臣
獣
ヨ
一
目
い
。
婁
巳
’
ご

題
し
て
刊
行
さ
れ
π
o
明
冶
三
十
七
八
年
の
頃
、
私
は
欧

羅
巴
に
居
り
、
猫
逸
か
ら
瑞
函
を
維
て
伊
太
利
に
入
り
、

ミ
ラ
ー
ノ
及
ト
ソ
ー
ノ
で
少
し
く
伊
太
利
再
興
の
歴
史
、

所
謂
、
．
琢
◎
『
幣
仏
免
笏
ぢ
O
護
闘
囲
昌
①
二
δ
犀
癖
」
嵩
P
嵩
O
、
を
取
調
べ

や
う
ご
試
み
た
。
讐
確
墾
愚
髄
縣
餐
匙
讐
纐
“
設

騰
丸
鋸
讐
冨
繊
鍮
欝
静
記
駒
留
賊
峻
瀟
駒
冠
馳
郁
艶

而
・
し
て
ま
ぬ
二
丈
の
一
三
頁
b
一
四
頁
、
一
四
八
頁
に
は
、
　
、
＾
二
6
囲
8
朗
p
員

力
。
＜
等
9
”
、
、
こ
い
　
凱
㎎
が
用
ひ
ら
れ
て
障
加
ろ
．
か
、
旦
趨
れ
ほ
｛
ハ
P
男
誌
○
『
σ
q
ぎ
ざ
三
〇

困
欝
猷
巴
さ
冒
に
當
る
こ
ご
ご
思
ふ
。
我
が
幽
語
に
貯
＾
ズ
討
。
畦
唯
ヨ
㊦
露
。
、
を
課
す

る
に
、
復
活
・
復
興
。
再
興
等
の
語
の
串
、
盛
れ
を
珊
ふ
る
を
最
も
愛
當
こ
す

熔
赫
響
蕨
額
一
帯
謡
騰
鑓
鰍
繍
矯
私
の
集
利

滞
在
は
至
て
僅
か
な
．
目
撒
で
あ
っ
て
、
其
の
取
調
は
一
向

進
ま
な
い
で
、
忽
ち
中
止
し
仁
こ
ご
で
あ
る
が
、
其
の
前

後
私
は
偶
々
オ
川
シ
イ
氏
の
『
近
代
の
俳
太
利
』
の
濁
逸
版

ご
炉
太
利
版
ご
を
手
に
し
、
其
の
労
る
部
分
を
多
大
の
興

味
を
以
て
学
ん
だ
こ
、
こ
で
あ
る
。
私
は
オ
ル
シ
イ
氏
に
遇
、

ふ
こ
、
＼
」
を
果
さ
な
か
っ
た
け
れ
ざ
も
、
一
び
把
書
信
を
通

じ
、
而
し
て
同
氏
か
ら
同
氏
の
池
の
著
述
『
俳
太
利
は
如

何
に
し
て
毘
摩
牝
か
』
（
四
）
の
寄
購
を
受
け
把
。
欧
羅
巴
か

ら
蹄
っ
て
獄
來
㌔
私
は
約
十
年
を
夢
の
如
く
に
過
ご
し
、
共

の
後
オ
川
シ
4
氏
の
様
．
＋
を
も
知
ら
す
に
打
過
ぎ
た
が
、
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嬉
扁
巻
　
　
批
　
評

頃
日
、
氏
の
近
著
に
『
カ
ヅ
窪
川
傳
』
あ
る
こ
ご
を
知
り
、

や
が
て
註
ハ
の
書
に
接
す
る
こ
ご
を
得
た
の
は
、
自
分
の
欣

幸
こ
す
る
所
で
あ
る
。
私
は
其
の
書
に
接
す
る
や
、
右
の

如
き
由
來
が
あ
る
か
ら
、
一
種
特
別
の
興
昧
を
以
て
之
葱

譲
ん
だ
。
而
し
て
私
が
紅
海
に
此
の
文
を
草
す
る
の
も
、

上
に
述
ぶ
る
如
き
言
意
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
オ
〃
シ
イ
氏
の
『
カ
ヅ
ー
ル
傳
』
は
、
デ
罪
ス
氏
U
塁
ポ

の
幽
す
る
所
の
鵠
①
δ
窪
亀
筈
・
Z
巴
。
霧
叢
書
の
一
編
こ

し
て
英
文
で
書
か
れ
、
一
昨
年
（
西
暦
一
九
一
四
年
即
ち

我
が
大
正
三
年
）
毘
版
さ
れ
把
も
の
で
あ
る
。
序
言
ご
本

文
二
十
章
こ
よ
り
成
り
、
紙
数
は
す
べ
て
や
約
四
百
頁
、

そ
れ
に
多
数
の
見
事
な
る
青
書
ご
二
葉
の
歴
史
地
学
ご
が

附
し
て
あ
る
。
挿
書
の
選
揮
に
は
頗
る
意
を
用
ひ
ら
れ
π

も
の
、
如
く
、
趣
味
あ
る
も
の
、
ま
π
参
考
に
資
す
べ
き

も
の
が
多
い
○
カ
ヅ
三
川
の
省
議
は
、
都
合
四
種
、
外
に

颯
刺
薔
が
一
種
添
へ
て
あ
る
（
首
憲
、
及
五
四
頁
、
八
四

頁
、
一
六
八
頁
、
一
九
六
頁
）
。
相
之
照
し
て
見
る
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頗
る
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興
昧
を
威
す
る
○
カ
ヅ
ー
川
が
圭
宰
で
ト
ソ
ー
ノ
で
出
し

た
新
聞
紙
、
繭
箆
⑳
◎
お
尉
ヨ
2
さ
、
、
は
、
一
八
四
八
年
三
月

二
±
言
の
分
の
為
書
版
が
載
せ
て
あ
る
。
電
蓄
讐
騨

佛
爾
西
革
命
戦
前
の
伊
k
利
の
圃
に
地
名
の
書
き
方
に
於

て
、
‘
見
直
ち
に
修
正
を
要
す
・
こ
患
は
れ
れ
も
の
が
あ
る
。

　
私
は
最
初
此
の
本
を
見
る
ま
で
は
、
鏡
川
シ
イ
氏
の
此

の
近
著
は
、
氏
の
鱈
著
ご
は
異
っ
て
、
専
ら
カ
ヅ
三
川
註
ハ

の
人
の
維
歴
を
記
述
し
、
共
の
入
物
。
性
行
の
叙
説
評
論

に
重
き
を
恐
い
把
も
の
で
あ
ら
う
ご
想
像
し
て
居
っ
た
が

此
の
想
像
は
十
分
適
中
し
な
か
つ
π
o
共
書
を
見
る
ご
題

名
は
軍
に
．
．
9
く
。
霞
、
．
ご
は
な
っ
て
居
ら
な
い
で
．
δ
鍵
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ソ
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茜
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H
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二
9
．
．
こ

な
っ
て
居
る
○
そ
れ
か
ら
本
文
を
閲
落
し
て
行
く
ご
、
豫

期
し
把
よ
り
も
傳
記
的
要
索
が
少
く
、
一
般
に
伊
太
利
再

興
史
の
重
要
事
件
を
叙
述
せ
る
部
分
が
多
き
を
占
め
て
居

る
。
本
書
は
嚴
密
な
る
意
義
で
の
カ
ヴ
ー
川
傳
ご
云
は
ん

よ
b
も
、
寧
ろ
カ
ヅ
二
戸
を
中
心
こ
し
た
近
代
伊
太
利
史

で
あ
る
、
滝
ル
シ
イ
民
は
此
の
書
の
著
述
に
當
り
て
も
、
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3
鐸
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＜
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菩
9
多
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著
者
が
カ
．
ヴ
i
川
を
以
て
伊
太
利
の
再
興
に
寄
與
せ
る

諸
勢
力
を
能
く
結
合
し
、
能
く
紐
織
し
、
能
く
指
導
し
て

志
士
を
し
て
其
の
．
宿
志
を
遜
げ
し
め
、
國
民
を
し
て
其
の

多
年
の
希
望
を
達
せ
し
め
た
る
政
治
家
な
り
ご
す
る
見
解

は
、
本
書
中
、
侮
ほ
所
々
に
見
え
て
居
る
（
特
に
三
四
五

一
三
四
六
頁
饗
着
）
o
而
し
て
著
者
は
此
の
序
言
の
文
に
於

て
は
、
マ
ッ
チ
儲
口
嵩
ガ
リ
バ
川
デ
イ
ー
及
カ
ヅ
ー
ル
の
三

入
の
中
、
特
に
カ
ヅ
囁
一
川
に
重
き
を
措
い
て
居
る
け
れ
こ

も
、
本
文
に
於
て
は
、
．
或
は
三
人
を
．
．
穿
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暦
ぎ
，
8
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一
，
。
㌶
o
涛

げ
¢
ま
。
涜
亀
鱒
鴛
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㌘
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o
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．
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．
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憲
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置
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あ
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チ
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．
．
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ヵ
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ご
を
翌
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寧
ろ
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．
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そ
れ
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に
角
著
者
が
カ
ヴ
ー
川
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マ
ッ
チ
二
二
此
の

両
人
の
傾
向
の
差
異
を
説
き
、
カ
ヴ
ー
ル
の
性
格
を
論
じ

陀
文
句
は
面
白
い
○
同
じ
頁
、
今
引
い
セ
文
の
少
し
前
に

　
ハ
．
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夢
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＄
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第
　
一
　
燃
馴
　
　
轟
脳
　
瓢
尉
　
　
ヒ
エ
ト
ロ
0
オ
ル
シ
イ
の
「
カ
ヴ
ー
ル
僻
冊
」
を
講
凧
む

ご
申
し
て
居
る
。

　
カ
ヅ
ー
川
は
も
ご
工
兵
士
官
で
あ
っ
た
が
、
後
に
新
聞

記
者
に
な
り
、
終
に
大
政
治
家
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼

れ
は
幾
年
の
時
、
故
國
を
去
っ
て
異
郷
に
流
寓
し
、
儲
蘭

西
に
も
英
吉
利
に
も
滞
在
し
泥
こ
ご
が
あ
る
O
私
が
今
此

の
オ
ル
シ
イ
氏
の
『
カ
ヅ
ー
ル
傳
』
を
護
ん
で
殊
に
戚
じ
π

こ
ご
の
一
は
、
彼
れ
が
異
郷
に
在
り
て
も
本
國
を
忘
れ
す

他
國
で
如
何
に
榮
蓬
の
嬰
が
あ
っ
て
も
、
之
を
捨
て
、
故

國
の
黒
め
に
濫
さ
ん
ご
の
決
心
を
有
し
だ
こ
ご
で
あ
る
（

本
書
七
二
貝
）
o
官
私
の
注
意
を
惹
い
だ
，
．
」
こ
の
一
は
、
彼

れ
が
外
遊
に
よ
り
誓
富
な
る
政
治
及
肚
身
上
の
智
識
を
得

殊
に
英
吉
利
萢
に
な
っ
て
、
良
由
に
算
す
る
言
入
の
考
に

深
く
威
服
し
、
ま
牝
，
瑞
西
及
位
蘭
西
の
雑
誌
等
に
英
吉
利

の
政
治
魅
會
問
題
に
關
す
る
論
文
を
書
い
て
寄
せ
た
こ
い

ふ
こ
ご
で
あ
る
（
本
書
七
二
頁
）
o

　
カ
ヅ
ー
ル
は
頭
唇
二
入
一
〇
年
八
月
十
日
を
以
て
生
れ

一
八
六
一
年
六
月
六
三
を
以
て
貴
し
π
Q
ゼ
ス
マ
ー
ク
の
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第
一
霧
　
　
揺
　
評
　
　
ピ
エ
ト
ロ
。
矛
ル
シ
イ
の
「
カ
ヅ
ー
ル
傳
こ
を
護
む

生
れ
セ
の
は
、
一
八
一
五
年
四
月
ツ
日
で
あ
る
か
ら
、
カ

ブ
ー
ル
は
ビ
ス
マ
ー
ク
よ
り
も
約
五
年
の
年
長
者
で
あ
っ

沈
の
で
あ
る
。
伊
太
利
の
統
一
ご
濁
逸
盤
面
の
建
設
ご
は

屡
相
擁
照
し
て
考
へ
ら
れ
、
カ
ヅ
ー
ル
ざ
ビ
ス
マ
ー
ク
ご

は
よ
く
比
較
せ
ら
る
、
こ
ご
で
あ
る
が
、
川
イ
ジ
！
。
ル

ザ
ツ
’
ブ
イ
ー
氏
ど
岳
σ
q
剛
瀬
戸
蟄
N
繋
瓜
が
カ
ヴ
｝
川
生
誕
百
年

祭
の
折
、
ト
リ
！
ノ
で
の
演
説
は
、
濁
逸
ご
債
太
利
こ
の

國
情
の
異
同
を
論
じ
、
カ
ヅ
ー
ル
の
境
遇
、
遣
り
方
、
及

仕
途
げ
た
功
業
ご
ビ
ス
マ
ー
ク
の
こ
を
封
照
比
較
し
て
説

け
る
所
、
頗
る
聴
く
べ
き
も
の
が
あ
る
Q
本
書
に
は
三
四

六
頁
以
下
に
之
を
引
い
て
居
る
○

　
私
は
豫
て
か
ら
我
が
維
新
史
は
、
之
を
濁
謡
講
國
の
建
．

設
、
及
伊
太
利
再
興
の
歴
吏
ご
封
照
比
較
し
て
研
究
す
る

ご
、
ま
元
大
に
思
ひ
掌
る
所
が
あ
ら
う
ご
思
惟
し
て
居
っ

た
も
の
で
あ
る
○
濁
逸
の
蕩
合
ご
伊
太
利
の
落
合
ご
で
は

そ
れ
み
＼
頗
る
異
る
所
が
あ
る
が
、
ま
だ
一
方
に
於
て
は

相
可
比
し
て
登
蝕
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
我
が
日
本
の
國

第
　
一
二
號
　
　
　
一
閃
窯
ハ
　
（
垂
二
三
）

情
は
ま
π
猫
逸
こ
も
伊
太
利
こ
も
大
に
同
じ
か
ら
事
、
我

が
維
新
吏
の
径
路
は
、
濁
逸
士
國
の
建
設
史
、
若
し
く
は

伊
太
利
再
興
史
ご
頗
る
趣
を
異
に
し
て
居
る
こ
ご
は
、
申

す
迄
も
な
い
が
憶
其
の
問
に
多
少
至
る
似
逼
っ
た
所
が
あ

る
こ
ご
は
、
之
を
認
む
る
に
難
か
ら
澱
で
あ
ら
う
。
私
が

曾
て
伊
太
利
再
興
吏
に
興
味
を
持
つ
た
の
も
主
こ
し
て
之

を
以
て
我
が
維
新
史
の
研
究
上
、
乳
下
比
較
の
資
に
供
せ

ん
ご
欲
し
だ
の
に
外
な
ら
躍
。
私
は
未
だ
カ
ヴ
ー
川
を
能

く
知
ら
す
、
又
我
が
大
久
保
公
の
事
歴
に
も
精
し
く
な
い

が
、
カ
ヅ
ー
ル
ご
大
久
保
公
ご
を
比
較
し
て
其
の
入
物
。

性
行
・
経
歴
の
異
同
を
詳
に
し
、
兼
ね
て
我
が
維
新
更
ご

伊
太
利
再
興
史
ご
の
相
謝
比
す
べ
き
黙
、
及
そ
れ
み
＼
の

特
質
を
明
に
す
る
こ
ご
は
、
ま
だ
一
の
興
昧
あ
り
、
且
つ

盆
の
あ
る
仕
事
で
あ
ら
う
ご
豫
て
か
ら
思
っ
て
居
つ
π
こ

ご
で
あ
る
。
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＝
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批
評
　
岐
卓
縣
産
「
業
史

　
　
　
岐
阜
縣
産
業
史
　
愁
谷
課
朗
編

　
　
　
　
大
正
五
年
三
月
登
行
（
菊
版
二
〇
八
頁
）

　
本
書
は
岐
阜
懸
が
紳
谷
保
朗
氏
に
囑
託
し
て
、
同
縣
の

三
大
工
業
ご
潰
す
る
織
物
陶
磁
器
製
紙
の
起
源
沿
革
を
調

査
編
纂
せ
し
め
た
る
も
の
、
製
陶
。
製
紙
。
機
業
の
、
三
編
に

分
ち
毎
編
首
め
に
我
國
一
般
の
墾
遷
を
叙
し
て
、
後
同
縣

に
及
ぼ
し
、
更
に
各
主
要
産
地
の
各
説
に
移
る
。
大
燈
に
於

て
編
纂
の
騰
．
を
得
・
π
り
ご
謂
ふ
べ
し
。
加
之
此
種
の
史
料

の
概
し
て
、
闘
乏
を
告
ぐ
る
間
に
、
如
上
の
記
述
を
な
せ

る
著
者
の
努
力
は
こ
れ
を
多
こ
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
本
書

は
以
上
三
業
の
歴
史
的
概
念
を
肖
者
に
與
へ
て
、
．
其
共
に

古
代
よ
り
纏
．
績
せ
る
測
先
の
．
遺
．
業
な
る
こ
ご
、
．
特
に
近
世

に
於
て
は
彼
等
が
宮
憲
の
駆
迫
や
特
樫
の
專
制
の
下
に
苦

心
経
管
相
當
の
登
達
を
画
け
て
今
H
の
隆
運
を
招
く
に
至

り
も
こ
ご
を
理
嘱
せ
し
む
。
若
し
こ
れ
に
依
っ
て
何
程
か

地
方
人
士
を
啓
回
し
、
斯
業
の
向
上
一
一
に
資
す
る
を
得

ば
、
本
書
編
纂
の
臨
的
は
略
達
成
せ
ら
れ
π
る
な
b
b
．
而
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